
2026年4月30日 企画課長取材メモ
港区企画課長：広報部門の方にご連絡をいただいたということで、昨日の区長の記者発表の際
のご質問についてお答えします。ご質問の内容は、いじめの相談・早期解決部署の設置という
ことでよろしいでしょうか。

記者：そうです。

港区企画課長：まず部署についてですが、総務課が窓口になりまして、総務課の方で弁護士を
依頼するという形での設置を想定しております。

記者：この弁護士というのは、区の方で採用した職員としての弁護士ではなく、外部の弁護士
ということですか。

港区企画課長：外部の弁護士です。具体的な業務内容ですが、今回の総務課の方の弁護士とい
うのは、第一線の弁護士ではなく、ある意味で相談の第二線の弁護士という位置づけになりま
す。いじめがあったこと、そしていじめに対する学校側の対応、その後の経過などについて、
その対応が適切であったかどうかというところを区長部局の方で確認をしていくということに
なります。問題の解決を直接的に目的とするものではないという認識です。第二線の弁護士と
して今は考えております。

記者：加害生徒の出席停止勧告権を区長に与える条例制定について、詳細を伺えますか。

港区企画課長：現在のところ、こういった内容につきましては検討の対象になっておりませ
ん。具体的に今そういう形で、というところは検討しておりません。

記者：当該部署の設置時期の目途はどうなっていますか。

港区企画課長：なるべく早くという風に考えておりますが、外部の弁護士を依頼することにな
りますので予算が必要になります。予算の対応が済み次第、なるべく早くという風に考えてい
るところです。

記者：正式発表はいつ頃になりますか。

港区企画課長：それも合わせて同じようなことになろうかと思います。目途としては、本年度
中に補正予算か何かでやる感じでしょうか。補正予算であれば、第2回定例会が6月にあります
ので、それが終わってからということになります。通常で言うと、6月以降、7月とかその辺に
なるべく早めに開始できればと思っているところです。

記者：基本的には2定（第2回定例会）に出していく感じですか。

港区企画課長：補正予算であれば第2回定例会が一番よろしいかと思います。

記者：品川区のように、いじめの対応状況をホームページで公開する予定はありますか。



港区企画課長：細かいところまでまだ詰め切れておりませんので、今のところはまだ何も決ま
っているところはないということになります。

記者：先ほど「第二線で対応する」とのことでしたが、品川区や寝屋川市、立川市では、保護
者や生徒から直接区長部局が通報なり相談を受けて対応していくフローになっています。港区
でもそういう立て付けになっているのでしょうか。

港区企画課長：基本的には保護者の方だと思いますが、保護者の方が、総務課が設置する弁護
士相談窓口の方に直接相談ができるという考えでおります。

記者：いじめだけの対応なのでしょうか。それとも他の幼稚園・学校にかかる相談全般も受け
るのですか。

港区企画課長：いじめに端を発する問題については全般的にご相談は伺うことになると思いま
す。

記者：教職員の不適切指導など、いじめとは種類が違うような問題についても相談を受けられ
るのですか。

港区企画課長：そこまでのところは、まだ詳細なところを詰め切れておりませんので、現時点
ではお答えできません。

記者：条例の話が検討されていないとのことでしたが、私が28日に区長から直接お話を伺った
際、区長は同じ質問に対して「勧告権限を条例でやる」とおっしゃっていました。区当局と区
長で言っていることが違うのはなぜでしょうか。

港区企画課長：失礼いたしました。どういう質疑の中でそのようになったのかというところ
を、私は今詳細を把握しておりません。港区としてもいじめに関する条例を持っておりますの
で、その条例の改正というところを意図した発言なのかどうか、確認をさせてください。実は
私は企画部門の人間でございまして、直接その条例を所管する部門ではないということもあっ
て、そこを承知していない部分があるのですが、私のところで今その情報を確認しておりませ
ん。

記者：企画課としてはまだそこまでは確認していないということですね。ただ、その部分に関
しては非常に重要だと思っていたので、区長に聞いたら「やる」とおっしゃっていたので、そ
ういうことなんだろうと思っていたのですが。

港区企画課長：失礼いたしました。こちらの確認が不足しておりました。立ち話というか、会
見の直接の席上ではなかったものですから、一応念のため事務方としてはどう考えていらっし
ゃるのかなというところを確認したかった次第です。

港区企画課長：申し訳ありません。今の段階で申し上げられるのはこのような内容になりま
す。またきちんとした形で、弁護士の相談窓口設置ということができましたら、そこはきちん
とした形で公表してまいりますので、よろしくお願いいたします。



記者：お忙しいところ急にお電話して申し訳ありませんでした。ありがとうございました。

港区企画課長：とんでもないです。失礼いたします。

記者：失礼いたします。


